On the Turnover of Capital in the "Grundrisse" by Marx (1) by 嶋田 力夫
マルクス『経済学批判要綱』における｢資本の回転｣について(1)














































ち ｢労働時間｣と ｢流通時間｣とからなる ｢総過
程｣的 ｢資本の回転｣および ｢総過程｣の内部の























































































































































































































































































































































































































































































































































｢総過程｣的 ｢資本の回転｣が ｢資本 と資本 との
交換｣ としての ｢多数資本｣の関係､すなわち剰

















































































変の価値尺度の限界 - 遺稿 ｢絶対価値と交換価
値.Jについての覚書- ｣ (東京大学 r経済学論
集｣第34巻､第 1号 )､平林千牧 ｢リカードの労



































































の ｢大流通｣的および ｢小流通｣的 ｢資本の回転｣
















































淑 ･大山均訳 r-i､法政大学出版局､1986年 ;
Winfried Schwar2:,DieStrukturgeschichte
desMarxshenHauptwerkes:Vom
,Rohentwurf"Bum ,Kapital".Verlag
daseuropaischeBuck,Westberlin 1978)
には疑問の余地がある｡シュヴァルツほこの著作
のなかで ｢経済学批判｣と｢資本論｣との問のミ
ッシングリンクであった ｢経済学批判(1861-3
年草稿)｣すなわちいわゆるr23冊のノート｣の
公表以前の ｢資本一般｣の ｢プラン｣論争に対し
て､最新の資料をふまえて不変更説を主張してい
るのであるが､しかしその際彼はマルクスのいう
｢資本一般｣を彼独自の解釈のもとに ｢資本の生
産過程｣の考察に重点をおきつつ､その限りでの
- 10-
変更 ･不変更の検討を行なうにとどまり､マルク
スにおける r要綱｣での ｢資本の流通過程｣の研
究の進展からくるいわゆるパラダイムとしての｢資
本一般｣の ｢プラソ｣の充実等が充分にフォロー
されていない｡この点の詳細については別稿で明
らかにする予定であるが､'ただ､ ｢要綱｣におけ
る ｢資本の流通過程｣を中心にしてみた ｢プラン｣
については､注(1)の①の拙稿を参照されたい｡
(未 完)
